
 
 
 

 

 

 

と き 平成２８年７月２９日（金）午後３時～午後４時４０分 

ところ 郡山市総合福祉センター５階集会室 

 

 
講演・演習  「特別に配慮を要する子どもの支援の視点と実際」 
講     師  東京都北区立柳田小学校 主幹教諭 本谷 あゆみ 先生 
 
 
講師は東京都で巡回指導の拠点校で勤務していらっしゃることから、豊富な事例に基づい

たそして子どもたちへの愛情あふれるお話をしてくださった。さらに、工夫あふれる教材を
資料とともに実際に使っていらっしゃる物を持参して紹介してくださったので参加者からは
「大変参考になる」と好評だった。 

 
教材の一例 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成２８年度 幼・保・小連携推進事業 

「今どんな気持ち？」と自分の気持ちを示すことができる 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

紹介していただいた教材の一部は、ＣＤで貸し出すことができます。 
ご希望の方は、総合教育支援ンターにお問い合わせください。 

「悪いこと」しちゃったんだって 僕のしたことはどんなことなのかな。 
「君のしたことはこんなことなんだよ」一緒に考えてみよう 

子どもへの 
言葉かけは 
ポジティブな 
目線で



講 演 の 概 要 
〇 東京都では「障害者差別解消法」の施行に伴い、在籍校で指導が受けられるよう平成２
８年度から「特別支援教室」が導入された。「子どもが動く」通級のシステムから「教員が
動く」巡回指導のシステムに変更した。拠点となる学校からチームでメンバーを変えながら
巡回をしている。 
〇 抱えている状態(困難さ)は必要な指導や手立てで変わっていくという考え方で取り組み、
担任にも助言を行う。情緒・自閉・ADHD・LDといった個々の子どもの状態に合わせたカ
リキュラムで個別指導を行い、「うまくいった経験を重ね、経験値アップ」という思いで努
力している。 
〇 読みの困難のある子には教科書を拡大して用いたり、分かち書きやふり仮名をつけたり
する、さらに拡大コピーをするなどその子に合ったテキストにする工夫をしている。また、
指先の動きがスムーズでない子のためにこま遊びをしたり指先の動きを補助できるコンパ
スを使ったりするなど困り感に応じた教材の工夫をしている。 
 気持ちをうまくコントロールできないような子の場合、自分の気持ちや周りの期待、人と
の距離感など、目に見えないものを視覚化した「行動のものさし」「気持ちのレベル表」「君
のしたことはどのレベル？」などの教材を使って、相手の気持ちに気づいたり自分の気持ち
を確認したりできるように話しあいながら指導をしている。また、行動の振り返りをし、こ
んなときはどうするか対処法のキーワードを一緒に考えることもする。自己理解を深める
ためにチェックシートを使ったり、ルールブックを使いそれに新しいルールを付け足した
りすることもしている。 
〇 低学年段階では、その子の特性は何か見通しの持ちにくさに対する早目の手立てや支援
が必要である。好きなことをきっかけにこだわりをポジティブな児童理解につなぐ「その子
のものさし」を探してほしい。 
 高学年段階での支援は何でも聞ける相手として、振り返りと見通しで自己理解を深める
ことや、「自分のものさし」の微調整をする手助けを行う。自分は、何でも話せるための道
具として「オフレコ君」と名づけた小さな人形を出して子どもとやりとりしている。 
〇 巡回指導をしていると、各校で教材の工夫や特性に気づいた環境整備の工夫があり、担
任の個別配慮「特別支援マインド」を感じる。また、巡回指導の助言で児童の持つ困難さを
理解して活動のバランスを工夫したり、禁句を避けた言葉かけをしたりと、担任も気づくこ
とがあると思う。 
子ども達たちの目の機能がダウンし、学びにくさにつながっていることが指摘されてい 
る。目の体操（ビジョントレーニング）で集中力が育つ、行動が落ちつくなどの成果が報告
されていて、自校でも家・学校・保健室との連携指導で効果が上がっている。幼保の小さな
子どもにも効果的であるので参加者にもぜひ勧めたい。 
〇 トラブルが起きた時、紙と鉛筆で本人が言ったことやったことを絵に残すというのは自 
分の行動や気持ちを整理できる方法で、逆に予定やこれから起こることを書き出して目で 
見えるようにすると、見通しを持ち安心して行動できるようである。また、相手の状況や 
気持ちを理解することが難しい場合は子どもの困難に合わせた対処が大切で、「特別支援マ 
インド」では相手の思いを通訳して伝え、わかってよかったねと称賛してやる。「カウンセ 
リングマインド」では本人の話をよく聴き不明瞭な部分を補い状況や相手の思いを見える 
ようにして確認してやる方法がある。 
イライラをしずめる方法としては「○じ（事実を伝える）○か○ん（感じたことを伝える）○お（お 

願いしたいことを伝える）○け（その結果どうなるか伝える）」がある。時間をおき、つたな
い言葉も聞き取り納得できるようにしていく。「こんなこともあるよね」で明るく対応して
あげたい。 
〇 最後に、子どもの支援とは、子どものまわりのいろいろな人たちをつなぐことだと思う。
「ネットワーク」「チームワーク」「フットワーク」を大事に皆で力を合わせ、子どもたちが
笑顔になるような連携をしていきたい。 
 


